
令和 8 年 3 月 12 日(木) 

13：30～14：30 

令和 7 年度 光風園地域連携推進会議 

対象サービス(施設入所・生活介護) 

出席者： 

ご利用者    1 名 

※所用によりほか 1 名は欠席 

ご利用者家族等 2 名 

地域の関係者  1 名 

市町の担当者等 1 名 

施設職員    4 名 

    

1 光風園園長挨拶 

委員の皆様には年度末の多忙な時期にお集まりいただき有難うございます。光風園は設

立当初より地域との関りを大切にしてきましたが、国の方針としても地域との連携を推

進することが必須とされ、本会議を立ち上げたところです。近年コロナ禍や利用者の高

齢化等により交流が停滞しているところもあり、以前にも増して交流を進めていく必要

があります。土日等の地域行事への参加や地域住民の皆さんに光風園に来ていただだき

園の機能を活用して頂くことで、これからも地域に根差した施設として貢献していきた

いと思っています。今年度からの新たな取組としては出雲市社協の就労準備支援事業へ

協力して地域にお住いの対象者にご利用頂いているところです。 

本日は活発なご意見をよろしくお願いします。 

 

2 会議の運営要綱について 

別添 光風園地域連携推進会議運営要綱参照 

会議の目的 

障害者支援施設及び共同生活援助（以下「施設等」という。）と地域が連携することによ

り、利用者と地域の関係づくり、地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進、施

設等やサービスの透明性や質の確保及び利用者の権利擁護の向上を図るため、地域の関

係者を含む外部の方の参画による会議（以下「地域連携推進会議」という。）の開催並び

に施設等の訪問に関し必要な事項を定める。 

・利用者と地域との関係づくり 

・地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進 

・施設等やサービスの透明性・質の確保 

・利用者の権利擁護 

 

3 施設内見学 



・はばたき男性棟及び訓練棟の見学を実施。 

施設からの地域移行を進める過程で定員を減らし、令和 8 年度からは 68 名定員で完

全個室化が実現する。訓練棟（体育館）は土日の使用が稀なため、地域での活用も検討

される。また、イベント機材等も各種保有しており必要があれば提供可能。 

 

4 光風園の概況及び今年度の地域交流状況の報告 

別添 資料 1 参照 

 

5 令和 8 年度地域交流の取組について 

別添 資料 2 参照 

 

6 各委員より 

地域の関係者 

防災訓練等で光風園に来たことはあるが、施設の中身や取組などについては初めて知っ

た。過去には地区の運動会や光風祭などで交流が活発であったが、現在は途絶えてしま

った部分も多い。小中学校との交流事業や就労準備事業など地域としても推進していく

必要性を感じている。いかに光風園と地域の関りを拡げて行けるか課題だが、例えば地

域団体のボッチャ競技を訓練棟で開催するなどのコディネートに取組むことが考えら

れる。 

施設職員 

施設からお願いするだけでなく、地域からの要望に応えていくことも施設の役割と考え

ている。福祉教育については微力ながら取組の充実と拡大を図りたい。地域との関りを

拡げるため、地域集会などにもお邪魔させて下さい。 

市町村等担当者等 

光風園には何度か来たことがあり、特に光風祭は馴染みがあった。光風園の理解を深め

ることに繋がる交流イベント【仮称】はどのような規模を考えているのか？ 

また、地域イベント等の情報は集約できているので情報提供として協力をしたい。 

施設職員 

駐車場用地の一部に新グループホームを建設したため、大規模な告知イベントは困難と

考えている。新イベントについては近隣住民の方や保育所などを対象とした、中規模な

イベントを検討している。移動動物園や物販、出店などを楽しんでもらえる交流イベン

トとしたい。開催を重ねる中で徐々に内容の充実や規模を検討したい。 

地域イベントの情報を頂ければ大変ありがたい。利用者と地域の交流をより広げていく。 

ご利用者家族 1 

家族も高齢化しており過去の活発な交流を知る人が少なくなってきている。親の代から

自分たちの世代に切り替わるうちに地域交流が停滞しているところもあるが、地域との

連携は我々家族にとっても重要と認識しており、出来ることがあれば協力したい。今後

ともよろしくお願いします。 



ご利用者家族 2 

施設見学について今後は何らかの目的を設定されてはどうか。例えば環境面・安全面な

どを重点的に見てもらうなど。また、地域に光風園を知ってもらうためのツールとして

紹介動画などを作成すると良いのではないか。 

うちの子は食べることが大好き。どのような食事を食べているのか興味があり紹介して

ほしい。 

施設職員 

施設見学は外部の目が入ることによる環境改善と利用者の権利擁護が目的となるため、

委員のご意見を参考にして今後の見学内容を決定する。施設紹介についてはホームペー

ジ上での取組と並行して動画作成も検討したい。食事の紹介については園で食事を食べ

ていただく機会を設け、感想を頂ければ質の向上に繋がる。次年度実施を予定。 

ご利用者 

問い）やってみたいことはありますか？ 

返答）えへへ 

問い）困りごとはありますか 

返答）ない 

施設職員 

長時間の会議参加ですが、終始笑顔でお答え頂きありがとうございます。ご利用者の希

望する生活を支えるのが光風園の役目なので、これからもお気持ちを知らせて下さい。

全力でサポートします。 

7 その他 

① 次回会議日程ついて. 

次年度に予定している地域ふれあいイベント【仮称】について、7 月頃の開催を想

定している。ついては 5 月下旬を目途に会議を予定したい。 



資料 1 

光風園の概況及び今年度の地域交流状況の報告 

光風園 Kofuen 
〒 699-0816 出雲市湖陵町大池 240-1 

TEL. 0853-43-2101 
FAX. 0853-43-2119 

 

十人十色 あなた色の花を咲かせましょう 

～希望の光と優しい風の中で～ 
障害者支援施設光風園の事業 
・施設入所支援 定員 70 名（令和 8 年 4 月より定員 68 名で完全個室化） 
・生活介護   定員 102 名 
・短期入所   定員 4 名 
・相談支援 
・児童相談支援 
 
・共同生活援助 定員 21 名 
きずな（女性 7 名） 
出雲市湖陵町二部 1501−3 
いこいの家かぜ・ひかり（男性各 7 名） 
出雲市湖陵町大池 240−6 
 
 
昭和 54 年に県下初となる知的障害者入所施設として開所。平成中期からはグループホーム
事業を開始し、利用者の地域生活移行を推進しています。この間地域交流の取組を並行して
進める過程で地元大池地区自治会へ加入して各種イベントの協働等を行っていましたが、
利用者の高齢化やコロナ禍などにより、近年地域交流が少なくなってきています。 
コロナ禍が明けて以降は各種交流の再開に努めていますが、一層の連携と地域貢献を目指
しています 。 



 
令和 7 年度の主な地域交流 
・湖陵中学校への福祉学習会、交流花植え、 
・湖陵小学校との交流花植え 
・紅風祭への地元ボランティア団体の協力（湖陵町婦人会、大池ボランティアクラブ） 
・そば打ち体験ボランティア（湖陵コミュニティ―センター） 
・光風園総合防災訓練への地域住民参加協力 
・どんとこい祭りの準備、片付け参加 
・神西湖及び海岸清掃への参加 
・周辺道路の除草作業（郵便局長会との合同） 
・佐多中学校への福祉学習 
・マニュキア体験ボランティア 
・出雲市フードドライブへの協力 
・地域独居住民宅の除草活動（有償） 



資料 2 

 

令和 8年度光風園事業計画案より抜粋 

 

 

ア 地域の関係機関との連携を深め、地域の中で果たすべき役割を明確にする。 

実 施 施 策 地域との連携強化と社会資源としての地域貢献 

取組の方向性① 地域連絡推進協議会を起点とし、地元自治会とのイベント協働や交
流、地域貢献活動を積極的に進めていく。 

 行 動 計 画 ・ 地域連絡推進協議会を起点とし、地元自治会とのイベント協働
や相互のボランティア交流を推進する。 

・ 紅風祭は園内向けに特化しているため、地域に向けた新たな祭
り（地域ふれあいイベント【仮称】）について開催を検討・実施
する。 

・ 地域貢献については地元自治会や湖陵町コミュニティーセン
ター等と連携し、地域から真に必要とされる貢献事業を模索す
る。 

取組の方向性② 地元小中学校との交流にあたり福祉学習を盛込むことで、障がいや
施設に対する理解を広めていく。 

 行 動 計 画 ・ 近隣の小中学校との交流事業や福祉学習を推進しているが、更
に交流先を増やし、障がいや施設に対する理解を広めていく。 

 


